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洪　　共同研究の概略一 一方法と成果一

共 　同　研　究 　の　概 　略

　　　　方　法　と　成　果一

洪 政 国*

要 旨

　 　民族学 研究者 に とって重要 な研究資料 である標本に関す る各種情報 ・データ類を民

　 族学研究者が活用す るたあのコンピューター 応用 システムを検討 し,民 族学研究用画

　 像検索 システ ム,画 像類似 検索 システム,文 化項 目分類 コー ド概覧 システ ム等 の試験

　 システ ムを構築 した。本共同研究は,人 文科学系 の専門家 とコ ンピュータ ー ・情報処

　 理系の専門家に よる共同研究である と共 に,産 学共 同研究,さ らに,人 文科学系 への

　 コンピューター応用研究や画像 データペ ース システム とい った,コンピューター の研

　 究事例が少 ない分野で もあ る。我 々は,専 門分野 を異 にす る参加者に とって興 味を共

　 通 に持つ ことが できる技術的課題を中心に,コ ンピューターシステムの最終利 用者 で

　 ある国立民族学博物館 の民族学研究者に とって役 に立 つコンピューター 応用研究に努

　 めた。本稿 では,我 々が選択 した基本方針 とその成果について報 告す る。

1　は じめに

　民族学においては,世 界の諸民族の文化的特色を明らかにするため,標 本資料,映

像音響資料,文 献図書資料等が使われ,実 証的,比 較的に研究が行われる。この内,

標本資料 とは世界各地の諸民族が使用 し,あ るいは使用 していた 「もの」,つ まり農

業 ・狩猟 ・魚労等の生産に関する用具類,衣 ・食 ・住等の生活に関する用具類,紡 織

製品をは じめとした 「もの」の製作技術に関する用具類,お よび冠婚葬祭に関する用

具類等様々なものをいう1国立民族学博物館　 1985】。一一方,民 族学研究においては,

物理的対象物(も の)と 人間の社会的行動(文 化)と の間には密接な関連があるとい

う立場をとる 『物質文化』ISc肌ER]ETH　 l9851,あ る課題について多 くの地域 ・民族

事例を取 り上げる 『通文化的方法』[MOORE　 1961】とい う基本的な考え方 ・研究方

法があ り,「もの」 としての標本資料が研究に供 される。 この際標本は,民 族学的見

地から意味が付与されているものとみなされている。つまり,個 々の標本は,誰 もが

使 うもの のイ ンスタ ンス として,文 化的意味を持つ もの として取 り扱われ,実

*日 本アイ・ピー・エム(株)東 京基礎研究所
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世界の認識に使われる。

　一般的に,標 本資料の種類 と数量の増加には際限がなく,用 途が多様であるため,

コンピューターに より管理が行われ,民 族学研究に一層活用されることが期待され

る。特に,民 族学研究では研究者の専門的知識を前提に創造的活動が行われ るため

に,視 覚能力の活用が必要であることや,各 種研究資料,特 に標本資料は 「もの」と

して一般的に利用されること等から,標 本を画像データとして利用することと,画 像

データの効率的活用のための画像データベースの構築の重要性が指摘 される1)。

㌔温方,コンピューター 技術,画 像処理技術およびデータベース管理技術の発展 ・普

及に伴って,画 像データベースシステムの研究 ・発展が近年に至 り大 きく期待される

ようになってきた1横 矢 ・田村　 1981;安 田 他　1985;洪 ・六川　 1985;GARDARIN　 and

GELENBE　 1985;CHANG　 1985;中 村 ・石井　1987;坂 内 ・大沢　1987】。つまり,画 像

処理技術の研究や実用化の発展は過去15年 の間に顕著であ り,そ れに伴い画像を効率

的に管理 ・利用することの重要性が高まってきた。また,デ ータベース管理技術の研

究や実用化の発展によって,デ ータベース管理 システムの高水準化やデータベースの

高度利用化が強調されるようにな り,画 像情報を新たなデータ型として取 り扱 うため

の研究も本格化 してきた。

　また,こ れ らの状況の中でコンピューター の応用分野が拡大され,い ままで機械 と

か数理といったものから最も縁遠い分野とされてきた人文科学分野にも,コ ンピュー

ターが普及するようになってきた。このため,理 工系分野の利用者を対象 とした従来

の 「開発主導型」の情報処理研究や ゴソピューターシステム構築に対 して,「 利用者

主導型」のコンピューター システムの構築や,人 文科学分野における各種データに対

する情報処理研究の必要性が強調されている[杉 田　 1987a,　b】。

　画像データベースの研究は,事 務文書,図 面,地 図,医 療画像等個々の事例につい

てすでに報告され[McKEowN　 l983;篠 田 他　1983;横 矢 ・田村　1984;嶋 田 ・江尻

1986;野 口 他19861,一 部実用化 レベルに達するものもあるが,画 像データベース

の概念や一般的構築法の確立には至ってはいない。一方,人 文科学分野の研究を支援

す るための画像データベースについてはい くつかの事例が報告されている 【小沢

1985;OIKAwA　 1987;打 波　1987】。 これらは古墳研究を支援するために コソピュー

ターグラフィックスを組み入れたものや,発 掘物を簡易に画像化 し検索するもの,現

地調査のデータを使ってイベソ トの全体像を把握す るためのマルチメディアデータ

ベース等である。 しかし,民 族学研究の標本のように各々のデータが多様な意味を持

1)本 書 「民族学とコンピューター」および 「画像情報の利用と課題」参照。
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つ場合のデータの管理や,多 様で大量なものをカラー画像として一括して管理する方

法,高 度で容易な検索条件の入力 と検索処理を行 う方法等は残された課題 といえる。

特に,人 文科学系では一般的に思弁的な作業が大きな比重を占め,処 理作業が定型的

ではなく個別的にすすめられ,取 り扱 う情報や媒体が極めて多岐にわたる等のため,

高度で多様な統合化された情報処理技術が要求される。

　国立民族学博物館(民 博)で はすでに各種の民族学研究用データをコンピューター

システムに入力し,こ れらの有効活用を図る段階に至 っている。標本も同様に各種の

型のデータとして入力され,利 用可能な状態にあることから,本 共同研究においては

主として,標 本画像の蓄積と検索を中心に コンピューターの応用手法である画像デー

タベースについて,そ の基本機能の基礎的研究 と,そ れにもとついたプロトタイプの

構築を行 うこととした 【洪 他　1986;久 保 他　 1986;佐 藤 ・井岡　 1986;洪 ・井岡 他

1987;洪 ・黒川 他　 1987;井 岡　 1987;井 岡 他　1987;佐 藤　1987;佐 藤 他　1987;黒

川　1987;黒 川 他　1987;井 岡　1988;佐 藤 他　1988;HoNG　 1988;HoNG　 et　al.

1988;橋 原 他1989;KuRoKAWA　 1989;黒 川 他1990;HoNG　 1990】。また,民 族

学研究において共通の基礎的情報として使用されているHRAFコ ー ド2)をより有効

に活用するために,パ ーソナルコンピューター上での コード概覧機能についても検討

した。すなわち,こ れら民族学研究にとって重要な情報を有効利用するためにコソピ

ューターをいかに応用すべきかについて研究したので,こ れら各テーマの基本的な考

え方や方法,お よび成果の概要について報告する。なお,個 々の技術的内容の詳細は

本書で別途報告されている。

2　共同研究における課題と方法

　人文科学系研究者 とコンピューター の研究者による本共同研究における特徴 と課

題 およびこれらにもとついて選択 ・実施 した方法は以下に示す通 りである。

2.1課 　 題

　 本 共 同 研 究 は産 学 共 同 とい う特 徴 を 持 つ が,共 同 研 究 を 実 施 す るに あ た って は,

「学 」 と 「産 」 の違 い よ りも技 術 的,学 問 的 観 点 に おけ る共 通 の 課 題 に 取 り組 む よ う

に 努 め た 。 この 際 の課 題 は次 の3点 に ま とめ られ る。(1)人 文 科学 系 に お け る情 報,

2)本 書 資料 編B「HRAF/文 化項 目分 類(OCM)コ ー ド」,　C　 rHRAF/地 域 ・民族 分類

　 (OWC)コ ー ド」お よび本書 「標本資料検索 コー ドとしてのHRAFコ ー ドの利用につ いて」

　 参照。
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データおよびユーザーを対象 としている。具体的には,民 博が所有する各種の民族学

情報 とデータ,ユ ーザーとしての民族学研究者を対象 とする。(2)人 文科学系 と,コ

ソピュ・'一ターという理工系分野の研究者による協力作業である。(3)情 報処理 ・コソ

ピューター技術分野における学問的,技 術的課題の解決をめざす。

　コンピューター の人文科学分野への応用は,民 博においてすでに実施中であ り多く

の成果を見るに至っているが1国 立民族学博物館　 1985】,日本アイ ・ピー ・エム(株)

から参加 した研究者にとっては初めての経験であ り,民 族学は勿論人文科学 とは馴染

みの薄い分野である。また,民 博が所有する各種の専門情報 ・データについてもほと

んど何の知識も持っていない状態であった。このように,対 象となる専門分野におけ

る知識の乏しさをいかに克服するかが大きな課題である。また,こ の分野の専門家と

協力してコンピューター の応用方法を研究するためには,相 互の理解が必要である。

特に時間に制約されている共同研究の期間内で,い かに相互の専門分野の違いを乗 り

越えて理解しあえるかが,共 同研究成否の鍵ともいえる。

　民族学情報,特 にその画像情報を民族学研究者にとって効率的に蓄積 し,検 索する

ための情報処理技術における課題 として次の3点 があげ られ る。すなわち,(1)画

像,特 にカラー画像は1点1点 のデータ量が大きい(通 常は3メ ガパイ ト)こ とに加

えて,デ ータベースの対象となる画像データ全体のデータ量 も極めて大 きいために

(テラバイ ト単位),こ れら大容量のデータをいかに効率的に蓄積 し,実 用的な時間で

検索するかといった,物 理的な課題が解決されなけれぽならない。次に,(2)効 率的

な画像検索の実現がある。従来のデータベースにおける検索は,統 計データベースの

例のようにキーワードによるものが主であ り,画 像のように非 コー ド化情報を扱 うも

のではなかった。画像の検索は,そ の内容の記述が一様に決まらず極めて複雑である

ため,従 来のように定型化された文字数値を用いるだけでは効率的な検索が困難であ

る。このため,従 来 とは異なり画像の特徴を考慮 した検索方法が検討されなければな

らない。最後に,(3)画 像データベースといったコンピューターシステムの利用者が

人文科学系の研究者であることから,馴 染みやすいマソマシンインターフェースの実

現が必要である。コンピューターシステムの機能がいかに優れていても,利 用者にと

って使い難いものであれば価値の乏 しいものになる。特に今回の共同研究は,人 文科

学系へのコンピューターの応用をめざしていることから,人 文科学研究者にとって馴

染みやすいユーザーインターアェースは極めて重要な研究課題 といえる。
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2.2方 法

　我々が選択 した共同研究の実施方法は次の5項 目に整理 される。すなわち,(1)応

用指向にもとついたプロトタイプの構築,(2)民 博および民族学研究を知ること,

(3)民 族学研究者 と情報処理研究者との間の役割分担,(4)早 いサイクルでのプロ ト

タイプ構築 と頻繁なフィー ドバ ック,(5)既 存の最新技術の応用にもとついた研究価

値の追求等である。

　民族学研究者とコンピューター 研究者にはそれぞれの専門を尊重 し,専 門の立場で

協力しあうことに努めた。そのため,そ れぞれの分担を次のようにした。民族学研究

者は,基 礎データの提供とデータをコンピューターシステムで使用する際の要求内容

の提供,お よびプロトタイプを実際に使用して,そ の評価 と改善点を指摘することと

した。一方 コンピューター研究者は要求内容を分析 ・定義 し,コ ンピューターシステ

ムをデザイン すると共に,機 能やシステムを実現するための応用技術を研究 し,プ ロ

トタイプを構築した。

　 我々は,共 同研究を遂行する上で抽象的な論議はできるかぎ り避け,具 体的な応用

分野である民族学分野における 「ナマのもの」にできるかぎり直接触れるように努め

た。具体的には,標 本をどのように収集し,記 録 し,整 理し,利 用するのかについて

は民族学研究者から直接聞 くと共に,こ れら原データをコンピューター に入力する過

程(標 本画像入力,標 本情報カード作成等)や,そ れらの管理については担当者から

直接聞き,見 学 した。我々は,12名 の民族学研究者 と各々1回 およそ3時 間,こ の他

にもおよそ10名 の民族学研究者とも散発的であるが聞き取 り調査を行 った。さらに5

名の民族学研究者に対 しては,標 本資料を検索する際に必要とする29種類の検索項

目3)についてアンケート 調査 も行った。

　 これ らの結果,研 究者が個人で管理できるカー ドの点数,す なわち標本の数はおよ

そ2000点 から3000点 であ り,こ れらを整理 したフォルダーの場合はおよそ100点 か ら

200点 までであろ うことが理解できた。 これを,民 博がすでに所有する標本画豫4)と,

標本資料の情報 カードs)を考慮した時の情報量は,お よそ14ギ ガバイ トから21ギ ガ・ミ

イ トに達する。すなわち,コンピューター を使用した際に個人 として取 り扱えるデー

3)本 書 「属性情報 を用いた標本検索」表1参 照。

4)カ ラーお よび濃淡 で標本1点 につ き7メ ガバイ ト。本書資料編D「 標 本画像 自動処理装置」

参照。

5)33属 性項 目が記 述 され,デ ータ量 は標本1点 につ き平均2.1キ ロバイ ト。本書資料編A「 情

報 カー ド」 および本書 「標本資料 の整理 と活用一 コンピューターの利 用一 」参照。
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タ量は,少 な くともこれ ら以上であることが必要とされ る。また,検 索に必要とする

項 目については,提 示 した29項 目に対する必要度は研究者によって異なるものの,全

体的には29項 目全てが必要であることがわかった。このことから,利 用者全員に対 し

てはこれ らの検索項 目全てが使用可能とすべきであると共に,個 人が融通性を持 って

自由に項 目を選択利用できる環境が必要といえる。これらの値を参考にして,標 本画

像のデータベースにおけるシステム構成,各 種データの蓄積 ・検索機能,お よびこれ

ら操作を容易に行 うためのユーザーインターフェースを検討することとした。

　また,画 像の内容にもとついた検索方法を研究する上で,標 本の実物を民族学研究

者はどのように見ているのかを基本にしようとした。形状特徴をもとに内容検索する

ために 「かご」の画像を,ま た色特徴をもとに内容検索をするために 「仮面」の画像

を選択した。これら標本の民族学的特徴づけや分類をどのようにするのかを知 るため

に,「かご」を研究対象としている民族学研究者 と,色 および 「仮面」について研究

を行っている民族学研究者にそれぞれ直接面談し,聞 き取 りを行った。

　利用者が要求するコンピューターシステムを適切かつ効率的に実現するために,プ

ロトタイピソグが有効である。これは,シ ステム利用者 とシステム構築者が密に接触

し,お 互に曖昧な要求定義の内容を 「ステップ ・バイ ・ステップ」でプロトタイプを

構築 しながら,「 トライアル ・アンド・エラー」で要求定義を明確に しようとするも

のである。そのためには,両 者が頻繁に接触すると共にプロトタイプ構築のサイクル

をできるかぎり短縮 し,タ イ ミングの良い改良に努めることが必要である。本共同研

究では,目 標とする画像データベースシステムの基本的な概念(イ メージ)を 示すた

めの最初のプPト タイプを共同研究計画作成後5カ 月で構築 し,使 用者に提示 した。

まず,構 築者が実演して全体の操作の流れと基本機能(操 作機能,操 作速度,操 作

性,画 質,馴 染みやすさ等)を 一通 り見学することから始めた(こ の際,詳 細な説明

や仕組みについてはできるかぎり避け,操 作の説明に限定することが重要である)。

ついで,使 用者が直接操作を行った り,詳 細な説明を参考に,使 用者側からの具体的

な評価,印 象,そ れまで持っていたイメージとの違い等を聴いて,次 のバージョソ構

築に反映させることとなる。最初のバージ ョン構築からおよそ3ヵ 月で次のバージ ョ

ンを構築 し,そ の後 さらに使用者側から提供される評価 ・意見等にもとついておよそ

2ヵ 月周期で改良 していった。このような短期間でのプロトタイピングを可能にする

ためには,使 用者側の積極的な参加意識 と,忌 揮のない意見交換に加えて,プ ロトタ

イプ構築者のプログラミング能力の高さが不可欠の要因である。

　 このように我 々が採用 した方法は,民 族学研究者が日常の知的専門活動において
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「人手による情報処理」をどのように行っているかを,コンピューター システムの最

終利用者である民族学研究者 と直接面談して知 ることであ り,ま たプロトタイプの構

築と利用者による評価 ・意見提供の反復を通して,利 用者にとって馴染みやすいコン

ピューターシステムを段階的に実現 しようとするものである。 この方法は,コ ソピ

ューターシステム利用者の心的特性を把握するための心理学的方法として,近 年特に

注 目をあびている 「思考口述記録法」[ERIcsoN　and　SIMoN　 1984;加 藤　1985;甲 ・加

藤　1987】に準 じるものでもある。また,知 的専門活動を支える技術としてカー ドや

フォルダーといった文具類を活用する情報整理の方法 【梅棹　 1969】を コソピュー

ターシステム上で電子化し,再 現する試みでもある。 このような実世界を疑似的に実

現することの有用性は他でも指摘されている[CARRoL　 and　THoMAs　 1982】。

　民族学研究者が本共同研究のように,コ ンピューターや情報処理といった馴染みの

薄い分野に積極的に参加し,そ の専門性にもとついたコンピューター の応用研究を実

現するためには,民 族学研究者が本共同研究に対して継続 して関心を抱 くことが必要

である。このために,関 心のあるデータを対象とすることは意義が大きい。そこで,

本共同研究に直接協力参加する民族学研究者が試験データをそれぞれの関心にもとつ

いて選択することにした。その結果,標 本資料2725点 が選ぽれた。その内容は刃物類

が389点,容 器類が759点,玩 具類が920点,仮 面類が657点 である。前三者は東,東

南,南 アジアの国々で収集されたものであ り,仮 面類は全世界的に収集されたもので

ある。民博が所有するこれらの原画像データ量(カ ラーと濃淡)は1点 につき7メ ガ

バイ トであ り,試 験データ全体で19ギ ガバイ トとなる。また,こ れら標本の情報カー

ド上に記述されている属性データは,全 部で5.7メ ガバイ トになる。 これが,画 像

データベースを研究する際に具体的に扱 う原データの量である。 これ以外に,民 博が

対訳として刊行 した 日本語OCM(『 文化項 目分類』)【マードック 他　198716)も使用

した。

　最後に,情 報処理およびコンピューター 技術の研究価値の追求がある。画像データ

ベースと,人 文科学系へのコンピューター応用という2つ の技術的 目標は,情 報処理

分野やコンピューターの応用分野においても新しい試みであることか ら,い くつかの

点において高度な研究努力が必要 とされる。具体的には,大 容量の画像データを効率

的に蓄積 ・検索するための画像圧縮方法やマルチウィンドウ の活用,高 速画像表示方

法といったデータ処理技術,大 容量外部記憶装置の活用や高速転送,パ ーソナルコソ

ピューターの活用等システム統合化技術,画 像データベースの一般的概念や構築法,

6)本 書資料編B「HRAF/文 化項目分類(OCM)コ ード」参照。
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文科系利用者のためのユーザーインターフェース の実現等があげられる。

3標 本資料 の情報 とデータ表現

　ここでは,共 同研究における直接の研究対象である標本資料を,情 報処理の立場か

らどのように認識するかを整理す る。

3.1標 本資 料 の情報 　 　 ,

　標本の種類は,釣 針のような小さなものや家屋のように大きなもの,石 製のもの,

皮製のもの,単 調な形態,極 めて精巧な細工が施されているもの,素 朴な天然の色合

を持つ もの,一 目でなんらかの意図が感 じられる人工色で塗 り潰されたものまで,様

々である。また,収 集地は世界全域にわた り,多 様な地域や民族で使われているかあ

るいは使われていたものである。基本的には,こ れら標本は,民 族学研究者に よる現

地調査を通 して,文 化的意味を持つ概念 としての標本集合からイソスタソスとして収

集された具体例である。例えぽ,「 ここにある"カ ゴ"」について述べると次のように

なる。「この"カ ゴリは,『インドネシアのバタック族が収穫に用いる"カ ゴ"』の"カ

ゴ"」で,固 有の文化的意味や人間の社会的行動が説明づけられ,他 の 「カゴ」 と識

別 されて,文 化的特色が実証的,比 較的に究明される。民博においては,こ れ ら標本

の性質や意味づけ,説 明づけを次の3種 類の形態を用いて行っている。つま り,属 性

項目別に記述す る 「情報カー ド」,汎民族的,汎 文化的な分類体系を持つrHRAFコ

ー ド」,お よび標本の写像体 としての 「ディジタル画像」である(図1)。 このよう

(民博における標本資料の3種 類の情報源)

　　　　図1標 本資料の情報構造
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に,各 々の標 本 は これ ら3種 類 の情 報 源(デ ー タ源)に よってアイデンティティー が

具 現 化 され,コ ン ピ ュー タ ー シス テ ムで の処 理 の対 象 とな る。 この際,民 族学 研 究者

に とっ て意 味 の あ る情 報 処 理 を コ ン ピュ ー タ ー シス テ ム で行 うた め には,こ れ ら異 な

るデ ー タ型 を マル チ メデ ィア と して統 一 的 に取 り扱 う こ とが 必 要 で あ る。

3.2　標本資料のデータ表現

　民博の情報カード上で記述されている属性項 目を用いて,利 用者から要求される利

用要件を反映させて概念スキーマを設計する。このため,実 世界のデータを表現する

上で一般的なモデルとして広 く利用され,デ ータ間のマクロな関係をわか りやす く表

現する実体一関連モデル 【C朋N　1976】を用いることとする。 このモデルは,既 存の

データベースシステムで実現されている基本的データモデル(関 係型モデル,ネ ット

ワーク型モデル,階 層型モデル等)の 記述能力を合わせ持つことから,論 理設計や物

理設計等を具体的に扱 う上で有効である。なお,標 本画像が持つ意味については本稿

では扱わない。これは,画 像がそれぞれの標本の実物写像体であることから,画 像を

そのまま表示することによってのみ最終的には意味をなすためであ り,画 像検索に必

要 とされるものは属性項 目としてすでに記述されているためである。 また,HRAF

コードについてはこの意味づけの体系化はすでにでき上がっていることから,意 味の

取 り扱いにこだわるよりも,こ のコー ド体系をコンピューターシステムで具体的に取

り扱 う方が重要と思 うからである。

　それ自体が概念 として存在し,他 のものと区別できる 「実体」をまとめた集合であ

る 「実体集合」と,こ れら実体集合間の関連を表現すると図2の ようになる。また,

図2　 実体 一関連 モデルに よる標本情報 カー ドのデータ表現(実 体集合お よび関連について)
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表1実 体一関連モデルに もとつ く標 本資料 の実体集合 と属性

実体集合

標　本
製　作
場　所
用　途
収　集

属 性

標本番号,標 本名,標 本種類,大 きさ*,形 態*,色 彩*

製作地,製 作年代,製 作者,製 作法 ・材料

現地名,使 用地,使 用年代,使 用民族,使 用者,変 遷 ・分布

用途 ・使用法

原収集者,入 手状 況,収 集年月 日,収 集地

(*は 民博所有 の情報 カ ー ド上には ない属性項 目で,本 稿において試験的 に追

加 した ものである。)

図中の各実体集合の持つ共通性質,す なわち属性は表1の 通 りである。

　 ここでは実体集合は 「標本」,「製作」,「場所」,「用途」,「収集」の5つ に分類され

る。実体集合「標本」は,人 間の社会的行動や文化的活動が具現化されたものであ り,

「製作」,「場所」,「用途」 といった実体集合は,人 間が行 うこれら行動や活動を積極

的に記述する要素である。また,実 体集合 「収集」は,同 様に要素ではあるが,文 化

的意味づけとい う観点か ら見ると消極的な要素といえる。実体集合 「標本」と,こ れ

ら他の実体集合との 「関連」は全て多対1対 応にあ り,各 関連は各々の実体集合の活

動を表現 している。例えぽ,各 標本は1つ の製作法,1つ の使用者,1つ の用途 目的

を持つものである,と いった ものである。

　 このように,民 族学研究の対象である標本は多様な意味づけがなされるものであ

り,そ れらを1つの集合として扱わなければならないデータ集合体 というべきもので

ある。

4標 本 画 像 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 利 用 者 と利 用 方 法

　 ここでは,本 共同研究が対象 とする画像データベースといった コンピューターシス

テムの利用者が,コンピューター システムを利用する上でどのような特徴を有するか

について,利 用者 と利用方法 とに分けて整理する。

4.1利 用者

　 まず利用者について整理すると次の通 りである。(1)利 用者は一般的には人文科学

者であ り,(2)民 族学の専門家であると共に,(3)個 々の研究者である。これら利用

者は,コ ンピューターに よるデータ処理の専門家もしくはその訓練を充分に受けた人

達ではなく,一 般にコンピューター システムには馴染みが薄く,プ ログラムを自前で
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は作成 しない半面,コ ンピューターシステムの使用頻度は比較的高い。 このため,コ

ンピューターシステムにおいては利用方法やその内容および操作方法が理解 しやす

く,機 能の習得が容易であることが必須 といえる。一一方,こ のEase-Of-Useに 加え

て,我 々が対象 とする利用者は民族学分野の専門家 としてこれらコンピューターシス

テムを自己の研究活動に使用するため,創 造的活動を支援する高度な機能 と個々の専

門的利用を満たす差別的機能が必要である。また,利 用者は各々個別の研究のための

道具 として画像データベースシステム等を使 うため,個 人のコンピューター 使用環境

は勿論,利 用者の研究専門領域と関連領域を幅広 く取 り扱 うためのコンピューターの

共有環境が提供され る必要があると共に,個 人環境と共有環境の両者間での高度な融

通性を持った相互切 り替 えが必要とされる。ここでいう 「個人のコンピューター使用

環境」とは,1つ のコンピューター システム上で大型計算機やパーソナルコンピュー

ターを使用 して物理的に実現されることと同時に,利 用時における利用者間での機能

の上での差別化を意味する。

　 このような利用者の要求を満たすためには高度な機能を広範囲に提供すると共に,

これら機能を容易に,か つ,利 用者独自の方法で使用できることが必要である。

4.2　 利用方法

　一般に,画 像データベースシステムとしては図3の ような機能を備えていることが

要求される。つまり,実 世界にある実物を各種のデータとして入力することや,そ の

データの蓄積,検 索 ・表示,検 索画像データの特徴抽出 ・強調処理や統計処理等の各

種分析,最 終利用形態としての主題図編集,印 刷等である。検索や処理されたデータ

は個人用として保存され,自 由に再利用されることが要求される。この内データ入力

については,す でに民博で画像化,属 性の記述およびHRAFコ ードがふ りあてられ

ているので本共同研究ではこれら既存のデータを使用するだけとなる。検索された画

像データを処理 し,主 題図を作成することは利用者によってその必要性が異なり,処

理内容が極めて多岐にわたる。一方,画 像の検索は利用者全てにとって必要とされる

機能であ り,画 像データベースシステムを利用する上での第一歩 といえる機能であ

る。このため,本 共同研究では,画 像データの蓄積と検索,お よび検索画像データの

保存機能について扱 うこととした。

　民族学研究においては次の3種 類の画像検索が考えられる。すなわち,(1)属 性値

から画像の検索,(2)画 像から画像の検索,お よび(3)画 像から属性の検索である。

属性から画像の検索においては,「 もの」 としての標本 とその画像 としての特徴にも
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とづき画像が検索されるが,こ こでい う画像 とは 「もの」としての標本画像であり,

その文化的背景 としての背景画(「 もの」が使われている様子 とか,作 られている様

子等の風景画)で ある。画像から画像の検索は,あ る参考画像の一部または全体の特

徴をもとに類似(内 容)検 索を行 うものと,部 分について抽出検索を行 うもの,お よ

び検索表示 された標本画像からその背景画を連動的に検索する場合 とに分けられる。

いずれの場合でも,「もの」 としての標本画像 と背景画,お よび各研究者のフィール

ドノートに描かれたスケッチ等が対象と考えられる。検索表示された画像から属性を

検索することは,民 族学研究においては重要である。すなわち,「 もの」 としての標

本 とその文化的背景 としての背景画(風 景画)は どの研究者にとっても客観的なもの

図3　 画像デ ータベースの基本機能 と民博標本デ ータ(*は 本共 同研究での対象)
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であ り,そ れにもとついて各研究者が固有の研究目的に利用するために文字 ・数値と

して表わされる属性値が必須となるからである。

　画像の検索機能は画像の特徴 と,検 索者が持つ対象画像についての記憶や検索条件

の正確さ等に対応する必要がある。画像の内容は非常に複雑であ り,画 像が持つ情報

量は極めて多い。このため画像の内容を一度に記述することは不可能であり,何 回も

追加記述され,利 用者の記憶も曖昧にな りやす く検索時の条件設定が曖昧 となる。一

方画像データベースがこれら検索条件に対応するためには,明 確なキーワー ド処理に

よるものから曖昧な記憶にもとついて描かれたスケッチの一部を頼 りに検索処理を行

う機能まで,多 様に提供されなければならない。

　各標本のアイデンティティー を具現化するものとして,標 本情報カードの属性項 目

がある。この属性データはHRAFコ ー ドと異な り,そ の意味づけや体系化を行 う必

要のあるものである。これは,標 本について利用者がどのように見ているかに係わる

ものであ り,検 索のための概念スキーマを設計する上で基本をなす。そこで,民 博の

利用者が検索時の利用要求としてどのようなものを持っているかについて,ア ソケー

ト調査 と聞き取 り調査を通 して分析した。その結果,標 本を検索する上で情報 カー ド

上の属性項 目の重要度,必 要性は個々の研究者によって異なるものの,全 ての属性項

目を検索時に使用できるようにすることが必要であることが理解できた。さらに検索

照会に見られる特徴として,表2の ように検索を繰 り返 しながら段階的に検索範囲を

しぼ りこみつつ,徐 々に検索内容を特定化 していく方法をとるようである。この方法

は,検 索条件の曖昧さにも対応できるものでもある。

　 これら検索の機能 と操作において重要な事柄は,画 像データと属性値とが相互に連

動されて検索に使われること,お よび操作時に個人化が提供されることである。異な

るタイプのデータが連動される必要があることは,そ れ らが各々の標本資料を補いあ

って表現 していることからも容易に理解できる。一方,個 人化については,利 用者が

持っている操作技術のレベル,検 索時における興味のおきどころ,ま た重要度や必要

度が各自で様々であることに対応するためである。 これに加えて,検 索評価としてい

かなるデータベースシステムにおいてもトレー ドオフの関係にある,再 現率 と適合率

表2　検索範囲の段階的なしぼりこみ

最初の設問

誰 が(民 族名)

何 を

何の 目的 に使 う

2回 目の設 問

どこの誰が

どの ような何を

何の 目的に どの よ うに使 う

3回 目の設問

どこの どのよ うな誰が(社 会的身分)

どの ように作 られた どの ような何 を

何の 目的に どのよ うに使 う
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の内どちらを重視するかを選択することが必要である。本共同研究のように民族学研

究者を利用者とする場合,再 現率を重視することが適切と思われる。つまり,検 索照

会処理の曖昧性,入 力 ミス,各 研究者固有の検索,お よび検索対象画像のデータ量の

大量性を考慮すると,そ の適合率は各利用者に大 きく依存するためである。 しかし,

再現率を高めるためには,雑 多な検索結果から検索対象となるデータをしぼ りこんだ

り,画 像表示による視認の活用が有効である。

5標 本 画 像 デ ー タベ ース シ ステ ム

　ここでは,本 共同研究における主要な研究対象である標本画像の蓄積と検索の方法

を検討 し,こ れにもとづき構築 した試験 システム 「民族学研究用画像検索 システム

(αREε:Color　 Image　Retrieval　System　for　Ethnological　Studies)」の全体像 と基本的

な機能,特 徴および評価について報告する。 ここで対象 としている画像はそれぞれ1

件全体を1つ のデータとして扱 うものであ り,画 像の内容 ・部分を対象とするものは

後節の 「6標 本画像類似検索」において報告する。また,画 像データベースシステ

ムにとって主要な技術である画像圧縮 ・表示方法と画像の蓄積方法,属 性データベー

スの作成と検索処理方法,視 覚化コー一ザーインターフェース 等の詳細については本書

の中でそれぞれ 「画像の表示 とその圧縮」,「画豫データの蓄積」,「属性情報を用いた

標本検索」,「民族学研究用画像検索システムの視覚化ユーザーインターフェース 」等

別途の論文として報告されている。

　さらに,検 索のためのシソーラスとしてHRAFコ ー ドを活用するための最初の試

みとして,文 化項 目分類コードをパーソナルコンピューター 上で扱 ったが,こ れにつ

いては第7節 においてその概略を,そ の詳細は別途論文(「HRAF/文 化項目分類 コー

ドの概覧表示」)で報告する。

5.1基 本概 念 とシステ ム構 成

　画像データベースを研究する上で重要な技術的課題 として,次 の3点 に注目した。

つまり,(1)大 容量画像データの効率的蓄積方法,(2)効 果的画像検索方法,お よび

(3)民 博利用者に親 しみやすいマンデータベース ・インターフェースである。 これら

は具体的にはさらに次のように細分化され,こ れらを解決することがCIRESで 実現

しようとする基本機能といえる。すなわち,(a)標 本資料に関する多様な情報が統一

的に扱える。画像,標 本情報カー ドに記載 されてい る文字 ・数値 データ,HRAF
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コードが統一:一・的に扱えるようにする。(b)検 索は,標 本情報 カー ドに記載されている

文字 ・数値データと共に画像を見ながらでも行えるようにする。(c)検 索条件の入力

や検索処理操作が高い融通性を持って行われる。(d)検 索操作方法と内容が理解 しや

す く,操 作性が良い。(e)一 般性が高い大量な画像やデータを蓄積し提供するための

共用環境と共に,個 々の利用者が自分に合った方法で管理 ・利用できる個人環境の両

方が用意されている。(f)継 続 して増加する大容量の画像やデータが蓄積 ・管理でき

る。(g)色,空 間解像度等精度の高い画像が表示できる。(h)操 作の応答速度が早

いo

　 こ こ で(e),(f),(h)が 技 術課 題(1)に 該 当 し,(b)と(g)が(2)に,そ して(a),

(c),(d),(e),(h)が(3)に 該 当す る。

　 以上 の課 題 を解 決 す るた め の 基 本 的 な ア プ ロー チは 次 の4つ で あ る。(1)マ イ ク ロ

メイ ンフ レー ム結合 の シス テ ム構 成 に よって,大 型計 算 機 側 で は 大 規模 デ ー タベ ース

資 源 の共 有 の た め の共 用 環 境 を,パ ー ソナルコンピューター 側 で は 操 作 の融通 性 に 富

む個 人 環 境 を 実 現 す る(図4)。(2)関 係 型 デ ー タベ ース 処 理 に も とつ く文 字 ・数 値

図4標 本画像データベースシステ ム構成 の概要
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データの属性検索と,カ ラー画像の概覧を組み合わせた検索を実現する(図5,図6)。

この場合,属 性検索は繰 り返 し検索を可能とし,候 補の対象を大型計算機と対話的に

行いながらしぼ りこみ,高 い検索効率を実現する。属性検索に続 き,パ ーソナルコソ

ピューター上では縮小したカラー画像(カ タログ画像)を 属性データと共にマルチウ

ィソドウ内で統一的に扱い,多 数を同時に高速に表示 して概覧できるようにし,検 索

候補を視覚にもとついて しぼ りこんで見つけるようにする。視覚にもとついた分類,

比較,保 存ができるようにする。 これは,例 えば,印 刷された商品カタログを見て希

望の商品を探す ような感覚を与えることを意図している。あるいは,ト ランプのカー

ドを切った り,任 意の順番で並べるような感覚ともいえる。(3)多 階層構成による画

像の蓄積と表示によって,高 い検索効率 と応答性を実現する。このため,で きるかぎ

り高速に展開 ・表示する画像圧縮 ・伸長方法を実現し,大 きさを異にす る画像を作成

し,蓄 積媒体として磁気ディスクと光ディスクを用いる。ランダムかつ頻繁に,高 速

にアクセスされる画像,つ まり縮小された小サイズのカラー画像は磁気ディスクに蓄

図5標 本画像 データベースシステ ム機能 の概要
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図6　 目視検索のための画像 およびデータの多階層概覧 ・表示

積する。アクセス頻度が高 くなく,か つ転送速度や画像表示に高速性が要求されない

反面,色 数が多 く,空 間解像度が高い高精細の画像は大容量の光ディスクに蓄積す

る。光ディスクは,現 物にできるかぎり忠実な高画質画像の保存庫としての役割を担

う。画像の表示は,パ ーソナルコンピューター と高精細な画像表示装置とを併用す

る。(4)利 用者視野はオブジェク ト指向にもとついた視覚化ユーザーイソターフェー

ス,す なわちカー ド形式によって統一を図ると共に,画 像データベースに対する操作

を直接的なものとして,操 作性の向上を図る。 システム操作はポイソティソグ装置に

よる直接操作であるため,操 作対象となる全てのデータベース資源はアイコンによっ

て視覚化される。このため,操 作は日常馴染みのある方法で行えることとなる(カ ー

ド,フ ォルダー等)。
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5.2試 験 シス テムの概 要

　以上の基本概念にもとついて,必 要な基本機能を実現すると共に試験 システム

CIRESを 構築 した。最終版のCIRESの 概要は次に示す通 りである。

5.2.1ハ ー ドウ エア構 成

　 シス テ ムの 構築 の 容易 さ と シス テ ム資 源 の活 用 を 考 慮 して,入 手 が 容 易 で用 途 が汎

用 的 な ハ ー ドウ ェ ア を 使 用 した 。 大 型 計 算 機 は 汎 用 型 計 算 機IBMシ ス テ ム/370

(3090,3081,4381,9370等)を,パ ー ソナ ル コ ン ピュ　一一ター はIBMパ ー ソナル シ ステ

ム55(Ps/55)を 使 用 した 。 高精 細 画 像表 示 装 置 と してIBM5080グ ラ フ ィ ッ クス表示

装 置(5080)を,画 像 蓄 積 の た め に は 大型 計 算 機 に接 続 され てい る磁 気 デ ィス ク と追

記 型光 デ ィス クを,属 性 デ ー タ ベ ー ス蓄 積 の た め に は磁 気 デ ィス クを使 用 した 。 操 作

は主 と して マ ウス に よるが,キ ー ボ ー ドも用 い る こ とが で き る。

5.2.2　 ソ フ トウ ェア構 成

　大 型 計 算 機 側 で はVM/CMS(仮 想 計 算 機/会 話 型 モ ニ タ ー シス テ ム)が,　 PS/55側

で はMS-DOSが 基 本 ソフ トウ ェア で あ る。 両 者 間 の通 信 はPC-VM　 Bondを 用 い た。

大 型 計 算 機 側 で は,属 性 デ ータ ベ ース を 管理 す るSQL/DS(構 造 化 照 会 言 語 ノデ ー タ

シス テ ム)1IBM　 l984】,5080お よび 光 デ ィス クを管 理 す る ドライバ ーは,そ れ ぞ れ

1つ のVMと して 動 作 して い る。 一 方PS/55側 で はウィンドウ シ ス テ ム,各 種 の

デ ータや 検 索 ・表 示 等 各種 の命 令 を 管 理 す る応 用 ソ フ トウ ェ アが稼 働 して い る。

5.2.3文 字 ・数値 デ ータ と画 像 の 蓄 積

　 属 性 デ ー タ は 関 係 型 デ ー タ ベ ー スSQL/DSの 上 で 実 現 さ れ て い る。 検 索 画 像 は

PS/55上 で概 覧 す るた め の縮 小 カ ラ ー画像 と,確 認 の ため に5080グ ラ フ ィ ッ クス表

示 装 置 に表 示 す る 高精 細 画像(256色 以 上 の カ ラー と濃 淡)の2種 類 で あ り,そ れ ぞ

れ用 途 の特 性 上 磁 気 デ ィス ク と光 デ ィス クに蓄 積 した。CIRES上 で は縮 小 カ ラ ー画

像 は128×128画 素,16色 に表 現 され て い るが,一 方,高 精 細 画 像 は256色 で画 素 数 は

1024×1024,512×512,256×256の3種 類 に表 現 され,圧 縮 され て い る。

5.2.4視 覚化 ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ ース

　操 作 の対 象 とな る もの は,そ れ ぞ れ 民博 利 用 者 に とって 馴 染 み やす い形 状 の アイ コ
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ソ と してPS/55上 に表 示 す る。 「情報 カ ー ド」 は,本 シス テ ム にお け るデ ー タ操 作 の

基 本単 位 で あ り,縮 小 カ ラー画 像,属 性 デ ー タ,メ モ欄 が1枚 の カ ー ドと して統 一 的

に扱 わ れ,各 標 本 資 料 を忠 実 に 表 現 して い る。 「検 索 カ ー ド」は,民 博所 有 の情 報 カ ー

ドに類 似 す る よ うに 属 性項 目と条 件 欄 を並 べ て カ ー ド化 した もの で,検 索 のた め に使

わ れ る。 「情 報 フ ォル ダ ー」 は,1枚 の 検 索 カ ー ドと複 数 枚 の情 報 カー ドの 集 合 で あ

る。 「資 料 室」,「5080」,お よび 「集 合 演算 」 は それ ぞ れ 大型 計 算 機 で 管理 され て い る

デ ー タ ベ ー ス,5080グ ラ フ ィ ックス 表 示 装 置,情 報 フ ォル ダ ー間 の 集 合 演 算 を 行 う

機 能 を表 わ して い る。 これ ら以 外 に も,各 種 の デ ー タベ ース資 源 ・機 能 を特 異 な ア イ

コ ソで表 現 した。

5.2.5　 属 性 検 索

　検索条件の指定は,検 索カー ドの条件欄に文字属性や数値属性を書き込むことによ

って行われる。 この検索条件は,大 型計算機のデータベース上で処理され,条 件に該

当するレコー ド数をPS/55側 に送 り返す。利用者は,検 索条件を変更 ・追加す る等

しながら,検 索処理を何度も繰 り返 し,段 階的に目的とする標本の枠をしぼ りこんで

いく。文字 ・数値等の入力はキーボー ドを用いて行 うか,後 述する個人ユーティリテ

ィーである検索 リス トとマウスを用いるメニュー選択によって行 う。

5.2.6　 概 覧 ・表 示

　属性検索で充分に しぼ りこまれた結果,指 定された情報カー ド(す なわち,縮 小カ

ラー画像 と属性データ)が 大型計算機からPS/55に 転送され,情 報フォルダーに蓄

えられ,画 像 と属性データが次のように概覧 ・表示される。(a)1つ の情報カー ドを

1つ のウィンドウ 内に表示する。(b)属 性情報を リス トとして表示する。(c)多 数の

縮小カラー画像(1画 面28枚 まで可能)を 同一のウィンドウ に表示する。これらは相

互に切 り替えながら,単 独にまたは色々な組合せでマルチウィンドウ を使用 して高速

に表示するため,日 常馴染んでいる商用カタログを概覧するように操作できる。 この

ような概覧操作を通 して検索 しようとする画像の候補をさらにしぼ りこんでいく。

　 また,PS/55上 で表示されている概覧用の縮小カラー画像を指定す ることによっ

て,高 精細なカラーおよび濃淡画像の単数枚 または複数枚を5080グ ラフィヅクス表

示装置に表示することができる。これらの画像を見ることによって詳細が判 り,検 索

の対象画像か否かの確認が可能 となる。このための操作はマウスを用いて,全 て

PS/55上 に表示されるアイコソとポ ップァップメニューの選択によって行 う。
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5.2.7視 覚にもとつく比較 ・分類

　画像の内容は非常に豊富で,そ れを完壁に記述することは事実上不可能であるた

め,属 性にもとつ くだけでは充分な検索は不可能か,ま たは検索条件の書き換えを何

度も繰 り返す こととな り効率的ではない。 しか し一方では,表 示された画像を見るこ

とによって希望の画像を探すことは非常に容易である。 このため,PS/55上 に表示さ

れている画像やデータ,各 種のアイコソをスクリーン上で直接移動 した り,消 去する

ことを可能 とした。また,表 示されている情報 フォルダー間での集合演算を行って,

新たに情報カー ドの集合を作成することもできる。例えば,「丸 くて手提のついた籠」

の情報フォルダーを作成することは,す でに表示されている籠の画像から 「丸 くて手

提のついた籠」だけを移動 しながら直接分類することによって,可 能である。また,

「タイ王国の籠」の情報 フォルダーを新たに作成する場合,す でに作成表示されてい

る 「籠」の情報 フォルダーと 「タイ王国」の情報 フォルダーの集合演算を直接とるこ

とによって,可 能である。

5.2.8個 人ユーティリティー

　PS/55で 個人環境を実現するため,い くつかの=一 ティリティーを提供している。

利用者は情報カー ドや検索カー ドに個人用のメモ欄を使 うこと,属 性項目の配列およ

び表示順序を選択 ・変更すること,属 性データの表示内容の変更をすること等が可能

である。また,属 性検索条件を入力する際には,頻 繁に使用する検索条件を最高10件

「検索カー ド」を使用 して属性検索を繰 り返す(検 索対象をしぼ りこむ)

　　　　　　　　　　　　　↓
　 　 　 「縮 小 カラー 画像J,「 属性 デ ータ」,「情 報 カ ー ド」 を

　 　 　 　マル チ ウ ィ ン ドウ で概 覧 し,検 索 候補 の 的 を しぼ る

　　　　　　　　　　　　　1
　 　　 　 　 高精細画像を表示 し,検 索候補 を確認する

　　　　　　　　　　　　　↓
　 　　 　 　　 　視覚にもとついた分類,変 更 を行う

　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　保存する

　　　　　図7　 CIRESに よる標本の検索手順
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まで予め登録し,ポ ップアップメニュー形式でマウスを用い,個 人用 として使用でき

る リス ト形式の検索用ライブラリーが提供されている。

以上の機能を使って標本を検索する手順の一例を示す と,図7の ようになる。

5.3評 価 と考 察

5.3.1性 　 能

　構築 した試験システムには2716点 の標本資料が登録されている。これは,属 性デー

タとしては2メ ガバイ ト,磁 気ディスク上の概覧用縮小カラー画像としては4.2メ ガ

バイ ト,光 ディスク上の圧縮原画像として3.4ギガバイ トに相当する。現在のCIRES

の構成では約55000点 の標本資料が登録できる能力を持 っているため,属 性データ量

は最大40メ ガバイ ト,概 覧用縮小カラー画像は最大84メ ガパイ ト,圧 縮原画像は最大

68ギ ガバイ トとなる。

　現在のCIRESに おいて2つ の属性を指定 して属性検索処理を行った場合,　SQLの

部分文字列マッチソグ 【IBM　 1984】によって該当件数19件 を得るまでに約22秒 の応

答時間が必要であり,属 性データと概覧用の縮小カラー画像をPS/55側 に転送 し,

PS/55上 でこれらを表示 ・概覧できるようになるまで約40秒 の応答時間が必要である。

PS/55上 で概覧用の縮小カラー画像1件 を表示する時間は平均約0.3秒であ り,情 報

カード1件 を表示す る時間は平均約1.6秒である。これ らの応答時間についてはほぼ

満足できるものと思われる。特にPS/55上 での表示速度は充分なものと思われるが,

応答時間は早けれぽ早いほどより望ましい。応答時間の向上はハー ドウェアの性能に

依存する割合が多 く,高 速通信技術の適用等によってかな り改善され るものといえ

る。特に,光 デ ィスク上の画像アクセス時間とデータ転送速度は画像の蓄積量 と密接

に対応するため,一 層の向上が望まれる。

5.3.2　 シ ス テ ム 構 成

　マイクロメイ ンフレーム結合のシステム構成は,利 用者にとって標本画像データ

ベースシステムの高い利用価値が実現できると共に,シ ステム資源の有効利用を図る

上でも有効である。利用者が検索 ・利用するデータベースは大きけれぽ大きいほど価

値のあるものであ り,蓄 積容量や応答時間等の性能を考慮すると,大 型計算機で管理

することが現実的な選択 となる。また,こ のような大規模なデータベースに加えて,
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高精細画像表示装置のような高価で頻繁に使用 しないシステム資源を大型計算機で管

理 して,多 数の利用者の共有物 とすることは画像データベースシステム資源全体の利

用効率を高めることになる。一方,大 型計算機側では応答時間が遅 くても,情 報量の

多い,大 量のデータを利用できる利点がある。これに対 し,PS/55側 では扱えるデー

タ量は少な く,表 示される画像の画質が低いけれ ども,高 速で融通性に富む操作が可

能であると共に,個 人の環境が保証されるために利用価値が高まる。大型計算機,

PS/55共 に今後一層の性能向上が期待 されることから,そ れぞれが持つ現在の弱点や

制約は改善 ・縮小 され利用効率が飛躍的に向上するものと期待される。

5.3.3　多階層構造による画像の蓄積と表示

　画質,す なわち空間解像度や色数が異なる画像をその用途に応 じて,機 能や性能を

異にする外部記憶装置に分散させて蓄積 ・利用することはデータベースシステム全体

の効率と資源の活用の面で有効であるだけではなく,検 索効率の向上にもつながるも

のである。本共同研究で使用 した原カラー画像は1024×1024画 素,1670万 色を持ちそ

のデータ量は3メ ガパイ トに達する。 これをそのまま蓄積 し利用することは,画 像化

された標本資料の実物に最も近づ くことであるが,応 答性の観点から頻繁に使用する

ことは望ましいことではなく,ま たその必要性もない。人間の色に対する識別能力や

利用効率および使用する画像表示スクリーンの性能から,適 度の大きさと色数に減少

させて使用することがより望ましい。いろいろ実験をしたことから考察すると,色 の

場合,256色 から4096色 が適当と思われるし,空 間の大きさは概覧用には128×128画

素が,確 認のための表示画像では512x512画 素から1024×1024画 素が適当 と思われ

る。今回構築した試験システムでは,空 間的解像度は満足のい くものであるが,色 数

の面では決 して充分 とは思われない。 しか し,こ れはハー ドウェアの制約であるた

め,改 善は容易である。

　一方,画 像を効率的に蓄積するためには,そ の利用形態を基本にする必要がある。

データ量が少な く高速に,か つ頻繁に利用される画像は磁気ディスクに,デ ータ量が

非常に大きく,早 い応答速度は必要とされず,か つ利用回数が少ない画像は光ディス

クに蓄積することはシステム構成上で有効であ り,経 済的といえる。つまり,磁 気デ

ィスク上の画像は自室にあるキャビネット内の,い わばカタログ写真であ り,光 ディ

スク上の画縁は現物を蓄えている倉庫の役割を果たす。前者には高速性が,後 老には

大容量性がそれぞれ必須の機能 として要求される。 これに経済性を加えた3っ の要因

が全て満たされる技術が開発 されれば,こ の技術だけで対応できることとな る。 ま
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た,画 像やデータの表示装置の場合 も同様であ り,画 質,表 示速度,処 理能力,容

量,経 済性等を総合的に考慮すべきである。画像の蓄積と表示についての今回の試験

システム上での選択は,現 在のハー ドウェア技術の現状においては現実的かつ適切と

思われ る。

5.3.4　 検 索 の方 法

　検索の方法 として,(1)キ ーワー ド等属性値のみによるもの,(2)パ ターソ認識 ・

画像処理によるもの,お よび(3)属 性検索 と画像の表示とを組み合わせたものが考

えられる。今回構築したCIRESで は3番 目の方法を選択 したが,そ れは検索効率の

面で最も現実的かつ適切 と思われたためである。属性検索の繰 り返 し処理を行い,簡

略化 した画像を高速にかつ融通性を持 って表示 ・概覧すると共に,高 画質の画像を同

時に表示 し検索の対象となる画像を確認できるために,効 率的な検索が可能 となっ

た。これは,主 として高速な画像表示の実現,マ ルチウィン ドウシステムの採用,

カード形式によるユーザーインターフェースの実現によるものである。

　今後必要 とされる機能 として検索の際の同義語 と画像の内容にもとつ く検索があ

る。現在は,入 力者が検索条件 として入力した文字についてのみ,そ れと同一の文字

列を持 ったデータを全て検索の対象 としているが,こ れでは場合に よっては入力すべ

き文字列が多 くな りすぎる。例えば,標 本名として 「おめん」を指定する場合,「 お

面」,「めん」,「面」,「かめん」,「仮面」,「マスク」,「かぶ りもの」等々を全て指定,

入力することとなる。このため,民 族学固有のコー ド体系(HRAF/OWC,　 OCM等)

にもとついたシソーラスの利用が考えられる。HRAF/0CMコ ー ドの利用について

は後章で報告する。また一方,画 像の内容に よる検索は属性データベースに記載され

ていないか,ま た記載されにくい画像の特徴(色,形 状等)を 検索時に指定 し,そ の

特徴量を抽出した り,パ ターンマッチソグや画像処理によって類似 した候補画像を検

索するものである。この機能は,属 性記述の限界を補 う上で必要であり,さ らには検

索の対象 となる候補画像が非常に多い場合,大 まかな特徴によって候補画像の範囲を

しぼ りこむ ことができ,検 索の効率を向上させることが期待できる。この技術につい

ては,後 節で試験 した結果を報告する。

5.35　 視 覚 化 ユ ーザ ーインターフェース

　今回採用したユーザーインターフェース は有効と思われる。これは,基 本的には民

博の利用者が 日常のデータ ・資料整理で馴染んでいる方法をパーソナル コソピュー
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ター上で実現 したためといえる。利用者に対する直接聞き取 りやアンケート 調査,プ

ロトタイプに対する評価 と分析等によって利用者側の,い わば 「なまのこえ」にもと

ついた結果である。特に,デ ータ類の表現および取 り扱いを全てカー ド形式にし視覚

化 したこと,操 作方法をマウスによってマルチウィンドウ とポ ップアップメニュー方

式 としたこと等が,利 用者にとって馴染みやす くなり,操 作性が向上 したためと思わ

れる。

6　標本画像類似検索

　前述 したように(「4　 標本画像データベースシステムの利用者と利用方法」),画 像

の検索にはい くつかの方法が考えられるが,画 像の類似検索は「画像から画像の検索」

に相当し,画 像の内容にもとづき,利 用者の検索条件を最 も融通性に富む方法で処理

するために,高 度な画像検索といえる。本法の必要性は各所で指摘され,試 作が試み

られているものの,画 像の特徴量の定義,検 索時の条件入力方法,候 補画像の決定方

法,検 索処理速度等において未解決の点が多い。本共同研究では,こ の方法の基本的

なアプローチについて整理すると共に,画 像の持つ内容特徴を形状と色に分け,具 体

的に民博の標本画像を使って,検 索方法を検討 し試験 システムを構築 した。この詳細

は,本 書 「形状情報を用いた画像の類似検索」と 「色情報に基づいた画像の類似検索」

で後述する。以下においては,画 像の類似検索における基本的な点について整理する

と共に,構 築 した試験 システムの概要について報告する。

　画像を検索する際,検 索者が検索条件を明確iにしている程度によって,要 求される

検索機能の内容や技術的 レベルが異なることは前述した(「4.2利 用方法」)。画像の

内容にもとついた画像検索 ・類似検索は最も曖昧な検索条件を もとにした場合であ

り,最 も高度な検索技術が必要とされる場合である。 この場合検索者は,な んとな く

「あんなもの」 というイメージを頼 りに,希 望する画像を探すわけである。 この際に

必要とされる検索技術としては,画 像の特徴を抽出し,そ の画像内容を記述 したデー

タベースを構築することがあ り,さ らに,検 索条件として画像の内容 ・特徴を入力す

ることがある。検索条件の入力方法として,文 字 ・数値によって画像の特徴を記述す

る方法と,画 像(ま たはスケッチ画)そ のものとして入力する方法がある。後者の場

合,入 力された画像に対 して画像処理を施して特徴を抽出して,初 めて入力が完了す

ることとなる。これら入力された画像の特徴は,予 め構築 されている画像の特徴デー

タベースを使 って,類 似度を計算 ・比較する。 この結果として,類 似度の高い画像が
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候補画像 として検索者に返される。複数個の候補画像が該当した場合,検 索者が希望

する画像を正確に選べるような工夫が必要となる。

　本共同研究では,形 状特徴にもとつく類似検索の研究のためには籠類標本画像の前

面濃淡画像を用い,ま た色特徴にもとつ く類似検索のためには仮面類標本画像の鳥瞰

カラー画像を用いてそれぞれ試験システムを構築 した。実現 した機能は次の通 りであ

る。つまり,形 状特徴による類似検索システムでは(1)フ ー リエ記述子による特徴

量の記述,(2)ユ ークリッド距離による類似度の計算,(3)参 考画像の指定による検

索条件の入力,(4)汎 用型大型計算機(VM)と グラフィックス表示装置からなるシス

テム構成等である。また,色 特徴による類似検索システムでは(1)L'u'v'系 色空間

における統計量 としての特徴記述,(2)斜 交軸で定義された距離による類似度計算,

(3)参 考画像の指定 または参考色の指定による検索条件の入力,(4)汎 用型大型計算

機(VM)と グラフィックス表示装置からなるシステム構成等である。

　 これ ら類似検索の機能は,前 述 した主 システムであるCIRESと は独立 している

が,今 後 この種の研究の発展に伴い統合化することによって,画 像検索機能の強化を

図ることができる。

7　 文化項 目分類 コー ドの概覧

　データベースにおいて検索条件を指定する方法として,検 索者側から検索条件入力

画面に対して文字列や数値が直接入力された り,画 像 として入力された りする方法が

あるが,検 索条件が曖昧であった り複雑であった りするために,こ れらの方法は検索

条件を明確に表現できない場合には有効な方法とはいえない。また,入 力する言語の

統一が図られないために,実 現されているデータベース上で使われている言語 との間

での突き合せができない場合が生じる。さらに,系 統立 った検索条件を連続 して入力

する場合,そ の正確さと速度等に支障をきたす可能性がある。

　 これらを解決す る1つ の方法として,絶 対多数の利用者によって認知 されている

コード体系を用いることがある。この場合,コ ー ド項目間を自由に航行しながら目的

とするコー ド項目に自由にかつ迅速に到達することが要求される。さらに,操 作性の

良さ,操 作の理解が容易であること等も利用者にとっては重要な事柄といえる。

　本共 同研究では,民 族学分野において最 も権威のあるHRAF/OCMコ ー ド体系

『文化項 目分類』を民博が日本語訳 したものを対象に,パ ーソナルコンピューター 上

で容易に,自 由に主題項 目間を航行できるシステム機能を実現 した。その特徴は,
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パーソナルコンピューター上で主題項目間を自由に航行できると共に,そ の上位 ・下

位の主題項 目を概覧することができること,主 題項 目とクロス レファレンス間を自由

に航行できると共に,そ れらの内容を表示することができること,そ して利用者が希

望する航行経路を新たに作成することができること等である。 この詳細は別途論文

rHRAF/文 化項目分類コー ドの概覧表示」で述べられる。

　自由航行機能を検索時に使用することによって,検 索機能の強化 とシステム全体の

性能の向上を図ることができる。

8　 おわ りに

　民族学研究にとって重要な研究資料である標本に関する多様な情報を統一的に活用

するため,各 種の画像 と文字 ・数値データを蓄積 ・検索するコンピューター応用手法

を研究 し,そ れらの試験システムを構築 した。

　本共同研究が産学共同であ り,人 文科学系と理工系という専門領域が極めて異なる

研究者によって構成されていることから,で きるかぎ り共通する技術的な課題を中心

にしようとした。また,コンピューター システムの最終利用者である民博の民族学研

究者にとって役に立つ応用研究に努めた。

　このため我 々は,民 博内で対象となる各種データをどのように収集し,管 理 してい

るのかを直接担当者か ら学ぶと共に,コ ンピューターシステムの利用者である民族学

研究者が日常に行 っているデータ整理 と利用方法を聞き取 り調査によって直接学んだ

り,ア ンケー ト調査を行ってできるかぎり 「なま」のものに触れようとした。 このよ

うにして得られた,い わばr現 場のなまのこえ」を情報学的な観点から整理した。 こ

の結果にもとづき,民 族学研究者が日頃か ら実施 しているデータ整理の方法を,そ の

ままコンピューター 化するようにした。 このような基本方針が妥当か否か,ま たコソ

ピューター上での実現機能が正しいか否かについても,利 用者である民族学研究者か

ら直接聞 くこととした。この場合,利 用者側の意見を正確に把握するためには,利 用

者側が正確に表現すること,聞 く側であるコンピューター専門家が正確iに理解するこ

とが必須 となる。 このため,両 者にとって共通する具体的なものを通 して,具 体的に

評価 ・検討することが有効であることから,利 用者側からの評価を反映させながら試

験 システムをできるかぎ り迅速かつ高頻度に構築 ・改良(プ ロトタイ ピソグ)す るこ

ととした。プロトタイピソグを繰 り返す ことに よって,利 用者側が抱 くシステムのイ

メージが一層明確にな り,評 価や改良のための指摘がより具体化 して,構 築す る側の
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理解が正確なものになってくる。

　この結果,構 築 した試験 システムは利用者側に理解 しやすいものとなり,ほ ぼ満足

のいくものと思われた。今後これら成果や経験をもとに,利 用者の評価を反映するこ

とによって,シ ステムの一層の発展が期待される。
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